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榛 薬猛 度 の 実験 的研 究

第ⅩⅠ報 国体内衝撃波の物井速度

(ILl如 1小:コJJ17Ll 壬 It)
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一浪'こ.LZa陣が卦一点十 mgの既述放せJry受け
7･=軌 珊紫圧力が比呪限界以下 こあれ1脂 性野が発生
する｡また,比既限界をこ7Lた研城でほ.一校に変形

等が廷丁するので.軸性荘上りは低迅な出仕汐が発生
する｡この時Lま,庄カが比鎌取界をこえも角陣のみ1z

r>す,更紗Jtが充分大 きい条件が誘それることが必¥

である.もし,書手連動 '･大となり,花Jf･こなるに忘J:
って庄良しlこくくなる埋:む二俳 にあれlL.正面･i切

り立って藻;て,茶連荘で伝荘する■手e:カ･発生する･
この訂fZiの先生とは,r換言F･7,的･こE3FlLか ､状
匹で圧力を受ける牛舎と又って.血的･こ-そう圧点し

すい状bICEEカセ費.タも書増の芙崇｣とい?こと5'･で
さも.

きちに国体がヨ い ずf下ここ-eらさILJ_と･tJ･こ

守して配件はあまり.こもii戦旗となって,TFUE珪
渡仏を起す.この現や.こついて1'-〉こ鞘での-もが･と

､こかく,これらの色ケな姑プ】班 は,班のELlと他言

適度,ならびに.これらから淵 これたむ形か~虐 め

ることかでさる.珪宅二.このうち.鞍の血､格iA産む

主な対故としてきたが ぷ雅号.Cl'Jth記述LEの淋 ≡こ

っいての-る 1Eお.輸王達糞の評牡上土tとji/uわ

れろ.卵 の自由面の沸 性を在廷･こk薪する牢井的
原発.ま.鼓Ll現やな<とも房迅するのでu･こ¢づり･

ここでは.花宅的なt幣 .こ旬月をおく

2 匡伸 内35事迫の勤王iLLl湘定ま

二.･辞 古の自由云こiユ.子らLJEAl･こついて

e)買玉よ.i,古OEP一三rtでとらえろの一二阻■であ
るから.白山iiにお Tモt;0文書械 即L利用して光電

する｡そこで.こF'とさ0才用セZE印すろ.
A,BこけのはFfが一つO畢37両で荘していろと

き,この面にわ.タも転の定跡 ._南柏又のTyビ-Fy

3L p･,(p 鞭ZE,,古のF拝遵JE)･こ文花される.

いま,古かAからBに並Uと三,BE)lyビーty六
がA.こくれぺて六であれ'三, (すなわち,8/,-さbめ

て皿く.かつ.臥 ･とき).1円を並行してきた軒は.

Zlとの戎界面に楽たとき,息に.恕内の物見移動*L止

められろ状潤となるであろう｡従って,Aの蝿界面で
は入射軒のtb又雅 と道ひさの物質妙齢が生iLる掩
罪.町 的.こl+_.反轍 は入射古と何狩り7)2倍の圧

力石巾となってひさか七十.

遥■こ.^に対してBが充分.こ屯 く,また,勤王雅

､こなんら正統を与えか ､たちは,入内の転が･白ES両に

議したと上.讃両圧力は等とならざるを持た･い｡ゆえ

.こ.EF出面では入11庄持古の応力をうち満ナ◆二.JLD現

力がL発生し.圧柑 力古 ′骨青垣)内の脚 r,

0万軌 ま.入射葱の腿 麦rFと河方向であるから.
稚E3自由面の荘捉 ま ′.王事って持*D帝と.な
ち.

LEt= IL.十 tJr

もし.r' r'とすれば,I/･:rpとなるので,ど/セ求

めて〆 したtIのが rvとたる.こO f4とで,の垣に

ついては太織のJt蜂で噸 すこ,

.2 枚又抑 盛

このような搬 七利用して行う仰 碍違法は二

つ1こ分切で.,tろ.一つ.三.EEEtl万のXr)を… 忘IT
ろもので,これセEl技法と1れ!Jl.他は.円転.こよっ

て鞍印かlJ所Vの耕 .こおける整内のゼ)Z逗東七分片

して脈 ナ引つ転地であろ,

畔 法としてEJ_.次E?i'rな手玉加･ある.人名は-fT

-I).'_附 でJ)t'.

l I t之的7ソF7I.二三も白色看芸文D正二免■芦≡

R ど mq,E.HoLZS!On I.I
Lたは.7yfyサーAエ rhここらfIぎ…

(R M Dayles!=-己77)

(.) 白軸面に光*Lあてて,そOだ専売の文化をt素
する.
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く3 白白面かT,蔓甲･=RAちれたZEf吉池 を知

り そのiXZとたつ+=自由面迅JEセ涼める.

l'J拡法とは,邦 と凧片耳の円転を自由面に.iI)つ

.暮.滋の京91.こよる円安J)RLよう連JEセ澱忘ナTJ'

のであ乙.(IS RIJ]eharH ;5てIT)改姓法の味孔 こ

いづれも =1lCのべたBIJ)'C･あるが.ここで.lrJJJR法

について茂弼して11く.

い土,同一封茨からたるElj鮫がズ軒の自由面▲こ渓J苫

引 tてして.慈訂NLエ引戯IJには柵 にくらぺ光分別

しが.,庄符には放くて.a;招荘Ii影な変-1.二通過す
ろと考える,itEはたんL-,文化なく円阪に入'),rづ較tT)

讃面から班力泣 (称等む)として引帥 .久し.円敗の

FF己州 ヱ具の3iエl)大であLLL王.門舷は班内の串切

W の.桁の逸産でと-J付け であ･-,H .この爪･エ

コ.1のFSt理と同じである｡ このと..I,Pj鯨の陀有十･3

謝 JLLまだのi'つ皇聖断Jt-こあたり.こtui,古の庄

カー特,'E氏SB内の全白倉{･元されろ 従って.円転の

圧ふカ'iti真の>1よl)小{･3'れ:t,これには涙の棚 t
刀-3カニ与lちか,こ13見 三次かよIL=･-=るr

J/a--I.'IJ- ･"
T.ieか好さLの門雪を連荘するの･=書した吋Tで

J'である,<>t.二,I.-の小さJ=もの.まとE;面･=近

い邦牙の連EJLセ'ft_ろこと.こ1=ふ.こDと3の円転
急事.三Z:千から _TまでD糊 誹 Fの2倍':1'

圧力1JはJこ式で一丈yh-'L.I_,

JJ=Pl亡L

p.講f+の桔B:.亡.諾7)伝弧 生

この円t技法は,従宗D IIopkln氾n法とのP逃性な増
えると-そ')明らかf=乱皇かえられろ.円転を辞池F:

千.こう▲Iて,円板力積吉子こ}i'_た珊 JHLだZT･のJt九

から判定すれば.そかまま Hopkln抑llの方法とた

勺℡

い上,円転のFF三七滴il鼓Jと夫々 J..とし.正の

圧力白けをJJ-/ ･ とすれ.i.箱丁の迷ぶ韮山tこ

す::F･.I-i-;:,"･J可;:,,'/:

ここ.こJ'JJ.-rb ミe:ilk.ら Ìの良三Zで7)
だ内圧j:一定I曲捺D平均圧力であるかT).J二式∴

2号IP.(･Z-7"･2r(川 円転の実t)

とJLろ亡ナfELlち.HopL(lrlSanJ)71藍で.左手D=-

7LかrJ荘CQを正睦火vl･3ことと.FLJtiの為しエ)述

丘と軸 の式から成れ,-)のと.ニ全く同一のt軽であ

り.門繁雄 -エ2Yに+=ることカーかか,-J.

ここでは.11上の色 .々LJJ法のうち.次のJ:)た75
法セとった.血兵法として,‡く斡?)自由面の下に ピy

っノTI1セ山上,自由面J)劫 .=上ってなった紬
のE3LlをプクY)y常* 'レT･に受けるJはJ､.
血族法の折2として.邪 王朝7)--IL由良のkAgiを

>'7号tLする.

lJJ伝法とし-(.Hlrl迎壁を虹披Ll,の郡 lと何段の宇
a-C蓋近疏■'C収め.那.こ芹つ!_.詑綻甜 lJ･大で,
被災*･JシtlセIfh.(=fJl発 く恭＼肘 り と比lhでる｡

23 卯扱U.のり )い .悦明

班川したL.'ソつ yP7ト三次中上うなものである｡

rf∈ lOmm.TZLt玉25m]11のゴJ.望rこ,05Itlm7玉の
針なさしこU.この針は旋触十へ.,t円Bt,またLエE3由

面の軸 をこ土たけたいよう.二丈.こ沈llするが.ゴー

との空こう.こよって忘三三r>れたホ亡に充分作柏できろ

妹Z9こしてわく.また.一水7)手Eか牡下すろとき.也

の針1二相 七五はして.iとらたい7)で.魯針の間ムべ
.i:-3mmにするEEn .ここのビン ゴ ソ■71を盆

TL.1諒■を,7-.したもので.鼓も真､･恥 三共姐 .二通1㌧=
35ウ,迫のlh'.日取払JzlrLてこの英之良とJW 十る

ことに上ってLm)が先主十る.この針の瓦壬の草 (a)

は湘軸 で軸ろ.このと._tの梓BElエ1〆 較正である.

六で,この1トつき1ム坂を ZCxエx〔nzT)の鉄無L=

.iウつrl,挑 緒を内片したT=′ビルの上にわき.

さらに,中矢.こ正作 3三mm の孔をあけた 2:×TL･×

7cm'7'の鉄甑セかぶ.ころ.こ7)上▲こ紳 茨び脈 セ

tt く.これでビ1,'ソTZtの監間にガス脚 .まu采
ちか.たわ,まわrJに砂を残って15く.門tti.または

白山府から共連綿までの在庁の榊頼市営はできない
1.り【5-2mm印度とI=ろ上】に魯針のゴム也-の途

入超こな31mしておく

時間計の1 1 .)ソh 7r シF,:こ.JHtl軸少l速ま
iclllJJSeCのhl伶引で 亡㌢一三ヽIcgのa:UL朋 rfl

望℡7'E内iZL.I.1･r).三社分如溝 と内軸 It7Z 壬を-一二･r

Jt･A化三九て送られること.三茄 ‡WIと托-である

誘引.エ新 円7日 *yt..7T.こ上って.イ◆ンIE洗拠芯

lElZIlを-て附 三LLる.

た日.ii3..i=つかL;りJ)_=LJIbつた35-I.JyBEニ五
つのClqrまで可庇.こし'=Ll/,'克つ-:tる.この時D前
例 巾おは血J'rA'たた7)でそ7)lGコ書7'r匹2に示してii



Eil1 淡 色花 町 _AL=FI A Ĵ T ′

tt A■14■■ rl i I IL ■P
<=?=4タI H 一事三M a●(Illh Lll■Jつ･uJL T'A.l'▼●lrF王水 IICCIEiL P< べ レ サ ト 捷索は

42Jク･/通過の TH1'(40兄g●cc)300蛙

.従径 10mm ポール拭軒hく0)もので,舛fl

のtb:r771上3J5mnlである.柵 の附 は,カ,鉄.
fN.T JlパニエJtのag旺荊であるが.附につしては棚 の形帯も

し

らべた｡従来の舟は釧 斤搬 996･･-y?8% であるが
,弧 の例として.叩.】さタ.'の切Ot,行つt.:.こttらの捕

匁 工棚 にも抹E]すべきものがあるので,さらに.Sb2･5,及び TG 含有させたOry加え

て消 でくL)しくのへ.ち3

寺わJr並Ll.JfW =■上髭の11

法rこ上る柏屯をよとのろと誠 の上Iになち.方法h'Lいくつかあるため,Zi77がt*J3

するJ)で.表9)各瑞の万tFy次の上

'JJ=記り.t.77(してわく.(ZZZl下さFI)

I J7 .llA 設計 t鼓l シU法
･沿 L-A'･:川 =tl --

LlanJDF4折tとも方法で･l C L●1LE佃 速まy}机は)lI史

D I,.,糾 ブ " ン肘 ′リ.,

'節Ip恥l'で11ソ;沖

は4･t▲してIL.･｡A.Dttの ( )
は円脚すさmm.bFIの ( )汰≡琵

用､)で狩ったtLJI1 ll■dJAPI.qrlrTEtJt,

rm一(1) 61(Pb 997!<)拭頼長 A

8 C D(C･S)199 (II) 2三0

1∝l (lB)1い - , - (lウ) に○

()･9)82
l(.･

=) El°43
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().0)に1

(三.J)54.8 (278) 1仙 } (09) _
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- - 1
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⊥ 二 ;';::'';;三
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(Jヰ)ほっ
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(15),13

∴.I)ここ〕

&)を民会十ちと.Jこ015なことがわかる,士

づ･軌 こついて･A,D期を比較すとる.伸 長う･Px

･円転述JFがか ･と..I.こほほ.王常軌ま一致するが.

高祖となるに従って澱雷雨庁の長いAのil･_,五 蝿

～て3RめたDLj軒1ウも低い鉱となる 軸 こ近づく

と,帆 鏑とblこAはDのガ以下になろ この点から

}lると,門断ZZ;は讃近桃 で行うのが妥当であり.那

守EiJtを大にするときは.円転遠足のbt兼姓と.使用

した取 o作m tIに充分巨丑をはらI起ZFがある,

C戊の白Lil面速Jlr>ilは,個 E々?f*L比-ちと,さ

いめては,-,つt.u :大であり･その雄 セDfKの方法と

且へると讃この 上)になり,Dよりい ミるか.こ大き

い.こE3指炎はあ状であり,何か芹郡 勺な5(臥 .ある

上皇eられミ

it2 カ汝にヱa店書見ZD比や

付JrtE-LJ,<,Pb牡.ほ,i.aL3つztlm

寸 法 田方一 事とJやms a_一ms
C I l{j

D j 】97 二2..(

こ̂ は,自由面適正の封 とjLz多数のL,ンゴySク ト

でとらえた.C群の太宰ED鼓黒JLみると明らかであ

ち.m速のIH に.C,D法とともに臼出面から恭 】

針ま'CL3桝 J'Jrかr,か ･が,-頚の姐か[" *た

lilrq一打棚 で行った捗果せm合せて増えて/Lて,

自由面の独 ･ま初の連(,次で19そく.71び遠くなっ

て.n=淡r 1-も適作なとっている. (淵 のビン7

yf>HL使用するときO全脚 .ま_-5mm で

ある. そして.こO遼琶串の三はJL克也をDだE3Jt
Xfう-･示十ことか任Elされ,これ 三一両.円転法O施

粋させ契圧するもつい .たる.W.A AJle')/u自由

面EDZEJt牲セしらべて,何様の鮎 をtm しているわ.

AJJe･1･'ミニのL_さ,P 缶につづいたZi蛤 ■Oたわ

`これJ-'大帝の理性斗Lは 上玉I,秤 沃土℡拝-XD

稚作表である.

45

と推定している.しかし.Uしろ,白EZ槽の打たに続
I(古の貰射軸■)の鞍相が含まれてくるためと見TL.
ガが澄切であると且L)れる.

結局･自白iiのZEh.上村耗なものでIrく.一一.L曲

斗は木質約･二EP の･E3.こ,W .この点の知ヨなし.こ

何部をとると..h'-.一々.こ安くAつもりが.チ,になる,



エ 薙 火 宅 B 会 丑 f日 8魯 群 )か

謙者▲上.土Ji的'=行って良い方也である!.I.現俄後期

にわたる古彰をしちぺろ日的J-Jミ題 したい

謙軒に上る墓.i,一a.こTル131ウJlカ■Jt荊t宅を荒

し,比 TLED小._-''iものはZS達の輸笈連生とたる可能蛭

を元してLる

蛤D托真1=上る整:二,-i壬lこ,漏掩空也IJやや政歪

である ･1-eCmm 以上で.三三とんと葺カ'･な くたる

め.は胡▲こiZfづく.ヱこ亀が･出てくることが注目=lL

J3 この爪1三,転のEi3逆生の変化ととも.こ考摂ナヘ

さでb,1のでまとめて決和.このぺるt,

一校■こ,この無換乾田で.三,汚い円転.乙とaiJl.I-,
拡凪 i切り立ってい73ことを,TSしてい,Jが.鋲C･二道

であJ).iF面l上九九を祁JていろことがLJJ)･,Joすな
わち.肋円()掛土井頚や的で.弗性を的性格をもって

おJ),この掛 土舘の奴蒙した形にもあL)Jつれていろ,

また.給.ニILいても洗鼓しただgZlが丸くtzろこと1三部

11稚'I岡こrこ示した透り'とある｡

以上.【召件内aEf芝の挽買適度のaI宅法と,激dE力

.生玉こついての宅鼓韓典をのべたh..井蛙.i,税 禁

FU 苛のiS宅と'=るgE平iinと飴薄古内の縦 乾7)整
I_,Ll}-て33(

4 iSl拝内衝事連と篤井波の鞄5E蓮LE

の集r=ついて

ぷ乃告nJZt+dこのJiた鞄疋灘 の批 D芸句とた
ったも念.ま,人が狙撃ごと定か局持古の輸樹 rp.

･rは等しいとわくことに上ってIkil･えられたもので あ

った そこでこの姿を斗託すろ.たrlL..Y3Fi三次fg

'T:･のへろ.布次苛性珊 花等のn173gZo)ない10万ス庄以
下.こ取,≡する.

光づ,(-'IDpJ農大の可能性を考える｡ いさ.最初

の庄'))l'u比CF,F'Oの状飴かrHHugo111Ot曲組にて

って l'llTlまでもたらさh,次に.簡裁頓にそって

lJu'Iu'に解Ldされたとする｡(周4)

こ7)とき,冊 H'ニそった蒲鉾持内の&,文現だ 三六

式で,Ttされる.

･･rfJ::[(-莞)'dp]adl (1,
よた.牡隼こ上って与えられた内界王事-+I-の貫化
;こ.

F-L･.=‡(pL･p･)(I,･-･･L) (2)

とT.:ろ これに斬鼓壬かこそった断脚 堺.こ.I,3m火が.

ヒ亡 羊 F'.tr･ P･V.

図 3

あるから,指鼠負紬 勺rr円 訂工事Jt･ギ-の鎧.i

F′-ふ-‡(pl･p･)(･･--r･)

一丁;::′(,,Jt,･dL-(1,(r;

-r･,-(qT･'.)(I-･･-r･･,- (3,

とた--･一一万J.･,･J(,J･dr,ad.iこ桝 字光二各十

･･･′-,司.pll?,:･J,,ldt
j';::'[,JTLdl-1でl[ト-
-I)LIll

とおくこと/.でさるかtl),(3)式.こ上り結局次の恥

抹が!3r)れる｡

JTll,,-β等 EltJ]ld･-
; Jl(-.｡+･･l)･P(I,･一一･.) (4)

但 β-I"CI':.α - ¢

こD式.二,Ⅰヨja0-･1-D■- J)!サイ7 ･̂'rl.二
円苫k ネル<-の変化.上tにたることを/美しているL)

けである.

そこで.問 .t.式 (1)のt至大/_,もたらし.士た,
式 < 7'r講足して.J'lrlから p10までD変化と

与える 1J-1'曲iitを篭め ろことに旭することとなる.

そのf善果iこ.双曲捜

(JJ+B)(T'-rI)
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･ypI-･,3(T''7,:E'7(# ]''')-0 巧 打等 竿 T
OJ,Calg'c o _ E;肺 ｡1.'-

とたって･こ九･二払1ろ r,Ii. -･c eJ_×l l a" r,-̀ =･x 一一

='rl'(こ .･l杵 6,,宵 日 夏::aflt ･l一 三‥望こ ; L'=

となる - (.r:)-∫ ･二 .- [Lz,L-]･･, 慈 恵 語 義 古 志
(l′p-Ⅰ',)コ}で削って,

(:-:)m-

-[(p'2I,ヲβ)∫"(''lp+P)丁 (5,
となる

王1=,FE;拍王道J監比の丑小皿に砿ずる常15曲JI.三次
のこち拝に61tL!よく,これJJJ)帆 .=広する r,め
Zt小甘は.HtJgOZllot曲投と一女十る腰細 .こよって

I'j.えら九も

I:IT,:<o
LdPpll'一刀
r(p)≦l'Jt(tJ)

Jt技の･T:件118l'(l'･S).aS<tJ並lJ.二王 ./ 1･d t{
-S.三JIuprlEot由掛 こそって圧力ととも.こ叫大ナ
ろ事実かr>来たものである｡狂って.持央 二式 (I)

によって止りJに

( :こ )m･n

(.p･[(- 'i;,')卓dp｣

Llll(T,ド t･.)1!

5a i

右1軌三重.こ.金Ztの耶書だ内J)板野迩虎な軸屈し,
挺采DtlD民措遥BEJ)突放托71とと-1.こ現Jii塀折D糸
∩,こす,-}ことを日的とし一こものである 木ftt世七色括

すれ:王水の如くである
(り h拙 蘇定.D榊 念とたるtfだの自

由5'こLi▲る三射規柵を脚 し,具触 J=宇たせ分和

して薮司 Ll=､これ ら7日 ら,行つJ=方法.iJ絹F萌
で.その何炎を桝 か･-}咋牧̀した｡

(2) 柵 の自由面謝 .iかなりSZ姓で.一弘 こ.

初y)退く,決で.'5そく,MU速くT.:つて試茨する逸材
をと').これ.甥 敬7){=か.i.古J>貫軌 こエろ払fZJ,I

入ってころJ=J)と考■_られる.この内.Ⅷ 7)JLJt適
正Li至近紋 でまれ1=淋 寸づ鑑逢正二一宏する.
(3 き小めて鮎 .こ近いとさ.i.至近∋司書で;Rの

た自由面過Jb '長大.DttTtセ京十

(4) 一校こ,持t,円転 7.竺ホ過で,e2面.三切りt.

I?てtることを/'IT;してい7J,I.蝕.友プaE7(したfr(･
は逆で控 qEE.三九封_セゴ3ごていノLL

(ら) 給.こ純駄 こよって,仰 適度に缶見なJ/え

ち.推定b'.抵Tすると.煉批 肋に栃冗適度が.'d既に
上昇する組奴が胡 菅.=あらbLt,る｡

(･ ) ＼IllalShのKC野と汚溝だ.DFTJ文竜正
し6) に申すろ考没を轄介し,走者D馳 持喝を用いて吟-i:

となる

このこうlこして J'I LCxIC事kqclntでTIJTした指

黒 土衣tq上).こなった｡

抑 こ任用した fTLZgO'uO一曲捷 こ,東王寺L･-,虎y)

た葉書'に示したものを用い.CrこUは J'l王で

-世と考えたが,その理EtEは.規件穴ZrtF苛のaLJt

ltム士り託くないと考えていること■こ上る Zt の持

El･は.LfElが.三かすると3乃自由面謹BErl.また
47

し一∴

たたで,屯trf_/も191=栢47脱 己ttる月田匂わ士.

たらLf.i,文京大字工手基山 細 遭.疋EZ:削 れ売,

fj:jI手品羊EZ毘三汝綻●こiZく島野十る.

y Jl I At

E) JtE･Dd JCh帥IPhy523,IっY.(l̀･ll
2) H K33lskl.SEre的VL-a､亡ilnSclldsJ)t･jOK-

tつrd(.553､
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OlltlrJSAllCeOL Explosl▼eS(XT)

OnpELrtlCIeTelocJtic50fShockwLtVCSProducedlTlletLdcolumnby

血ttLLCkoEdetrlllatiol10fc王PIosives

8yT Sakural

Theauthorhere)ndescrlt*damethd

ofmeasl】r】r)gpartlCZeve]ocltym Shock

lVaVClnaSO】ldsLZChaslcad Themc･

cha】llSmOfTeneCtlOl101shocklVtlVent

freesulfaceolspeclmenwasdlscusBed,

lVhlchEon)edtLStand(lrくIcol】CePt10r)tO

771eaSLErelhepElrl)cleveloclty Further,

theauthorclasslf;edconcTele)yltSmethd

andeこくplazncdtherelatIVCadvantageof

hlsexpenment'llnleLhod

1 MeasureJ71e州 OEpartlCZevelotlty

(1) thepe]]ermetJ)odwhichhasbeen

doneby I S RLnehartcarltx:

d)vlded 川tOtwoCases.OTleJS

doJ)elnre如IVelylongdlSta!1Celn

measur)ngthepaHetvel(光1ty

(ZII)

andt∫一eOtherlnVeryShortdZs-

tarlCe (IV)

Theauthormadetestsfortheかstzmd

follrthofthed】rectTnethcdsandtTVOOf

tllelnd】rectmethodsstatedabove,mark.

Thel:)EZSSlf)edmethdsareasfoHoWs ITlkLH,lll.】V,)norderreslXCtZVdy

Dlrectmethod

(llrodetermLnCthefreesurfacevelo-
〔ltyby】llCanSOEelectT-lCContract

orcondenserllnltanくIBroIVntube

oscl肋gr.lph (1)

(2)toobservethedefkct】onofopl】Cこtl

be.1m 】nCldt･ntLlPOnfreesllTf｡Ce,

(31todetenr)lrlerJle freesuz-facel･e･

locllylTOmt上e ･ヽe]OcltyOfsh∝k
lV.lVCProducedzr);l】rby】r)em1SOf

mu】r)pIeflashCamera,

(4) 10geHhe川C1川at】OnOEthecLlrVe

)nT-〟dLagram aSShownlnthe

aurhorlspre＼･l(】uSrepOrt (Ll)

indzrectmethlXI

Ll8

From tl】eresultsoE1andlT,ztwas

notzcedthatthemot】onoffleeSurface

lSfa‖･】y】ntr)catc,namely ItsVeloc】ty

lsfastlntherlrStper】Od,butltgO

throLZghaproぐe岱 OEdccreaslngLnTIC:くt

perlQdar)dlT)ereaSlngagain,becausethe

frac【ureatthebottom ofsI治ClmenOC-

curedlV】ththelapseoft】me Thefastcsr

veI∝ltyfotlT)datfreestlrfacecolrlClded

lVJththe＼･a】ueo17XtlletmethodrV

CoJTIParmgm andIVmethods,thecase

ollIJshoIVedsmallerva一uethartIV.hence

thelVmethodlSmoreSultableforevaト

LZat】OnOfpart】cJevel(Xlty

Thesemeasuredbecometwiceasfast
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